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平塚市の人口と世帯数
＜平成22年12月1日現在（   ）内は前月比＞

●人口 260,035人（−37）　男 131,742 人・女 128,293 人　●世帯数 105,530 世帯（＋36）

不
思
議
な
フ
ィ
ル
ム

　

食
品
用
の
ラ
ッ
プ
の
よ
う
な
フ
ィ
ル
ム
に
、
サ
ラ
ダ
な

ど
に
使
う
ロ
メ
イ
ン
レ
タ
ス
が
び
っ
し
り
。
根
が
し
っ
か

り
と
張
り
付
き
、
逆
さ
ま
に
し
て
も
剥
が
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
不
思
議
な
光
景
の
秘
密
は
、
中
原
１
丁
目
に
本
社

を
置
く
農
業
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の﹁
メ
ビ
オ
ー
ル
﹂が
開
発

し
た
、
特
殊
な
フ
ィ
ル
ム
に
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
そ
の
仕
組
み
は
…
…
。（
２
面
へ
続
く
）
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メ
ビ
オ
ー
ル
は
野
菜
栽
培
用
の
特
殊

フ
ィ
ル
ム
な
ど
を
研
究
・
開
発
し
て
い
る
、

早
稲
田
大
学
発
の
農
業
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

で
す
。
表
紙
写
真
の
特
殊
フ
ィ
ル
ム
は
厚

さ
約
０
・
１
㍉
㍍
。
水
分
を
吸
収
す
る
ハ

イ
ド
ロ
ゲ
ル
と
い
う
素
材
で
で
き
て
い
ま

す
。
フ
ィ
ル
ム
上
に
芽
吹
い
た
植
物
は
、

フ
ィ
ル
ム
が
吸
収
し
た
水
分
や
栄
養
分
を

吸
い
上
げ
よ
う
と
細
か
い
根
を
び
っ
し
り

と
生
や
し
ま
す
。
根
が
フ
ィ
ル
ム
に
し
っ

か
り
張
り
付
く
た
め
、
植
物
は
フ
ィ
ル
ム

か
ら
剥
が
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
糖
度
は
２
倍

　

こ
の
栽
培
方
法
で
は
フ
ィ
ル
ム
が
含
ん

だ
水
分
を
、
植
物
が
体
内
の
糖
分
濃
度
を

高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
浸
透
圧
を
利
用
し

て
吸
い
上
げ
ま
す
。
結
果
と
し
て
、
通
常

よ
り
も
栄
養
価
が
高
く
味
の
濃
い
作
物
が

出
来
上
が
り
ま
す
。
ト
マ
ト
の
場
合
、
糖

度
は
通
常
の
２
倍
ほ
ど
に
な
る
そ
う
で

す
。
植
物
に
と
っ
て
は
決
し
て
快
適
な
環

境
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
水
分
が
な
か
な

か
吸
え
な
い
と
い
う
ス
ト
レ
ス
を
与
え
る

事
に
よ
っ
て
、
お
い
し
い
作
物
が
作
り
出

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
フ
ィ
ル
ム
は
水
分
と
栄
養
分
を

通
し
て
も
ウ
イ
ル
ス
や
菌
は
通
さ
な
い
た

め
、
作
物
が
病
気
に
か
か
り
に
く
い
と
い

う
の
も
強
み
で
す
。
殺
菌
や
消
毒
に
か
か

る
コ
ス
ト
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、
植
物

が
健
康
に
育
ち
ま
す
。

◆
世
界
の
水
不
足
を
解
消
か

　

農
業
は
大
量
の
水
を
使
う
産
業
で
あ

り
、
過
剰
と
な
っ
た
肥
料
が
土
壌
や
水
を

汚
染
す
る
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま
す
。

　

メ
ビ
オ
ー
ル
の
栽
培
技
術
は
水
分
を
逃

が
さ
な
い
た
め
、
水
や
肥
料
の
廃
液
を
最

小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
気
候

条
件
に
よ
っ
て
は
土
で
栽
培
す
る
場
合
に

比
べ
て
、
わ
ず
か
５
％
ほ
ど
の
水
し
か
必

要
と
し
ま
せ
ん
。
特
に
水
不
足
に
悩
む
海

外
で
威
力
を
発
揮
し
、
最

近
の
事
例
で
は
ア
ラ
ブ
首

長
国
連
邦
の
ド
バ
イ
で
同

社
の
技
術
を
利
用
し
た
ト

マ
ト
農
場
が
建
設
さ
れ
、

成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

省
エ
ネ
な
栽
培
技
術
は

よ
り
安
心
・
安
全
な
作
物

を
作
る
ほ
か
、
水
不
足
を

救
う
可
能
性
が
あ
る
新
し

い
農
業
と
し
て
も
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

少
な
い
水
で
ぎ
ゅ
っ
と
濃
い
味

特
殊
フ
ィ
ル
ム
で
先
端
農
業

メ
ビ
オ
ー
ル
㈱

ピ
ン
チ
が
生
ん
だ
明
る
さ

﹁
10
倍
﹂の
Ｎ
夜
光

㈱
ネ
モ
ト
・
ル
ミ
マ
テ
リ
ア
ル

　

新
町
に
あ
る
ネ
モ
ト
・
ル
ミ
マ
テ
リ
ア

ル
は
、
蓄
光
材
や
特
殊
蛍
光
体
を
開
発
・

製
造
し
て
い
る
会
社
で
す
。
代
表
的
な
製

品
と
し
て
、日
本
や
ア
メ
リ
カ
、ヨ
ー
ロ
ッ

パ
な
ど
世
界
各
国
で
特
許
を
取
得
し
た
蓄

光
材
の﹁
Ｎ
夜
光
﹂が
あ
り
、
世
界
シ
ェ
ア

の
約
80
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
夜
光
の
特
徴
は
、
明
る
さ
や
光
る
時

間
の
長
さ
が
通
常
の
蓄
光
材
の
約
10
倍
と

い
う
点
で
す
。
最
も
明
る
い
と
き
は
新
聞

の
文
字
が
読
め
る
ほ
ど
。
最
長
で
１
日
半

近
く
光
り
続
け
ま
す
。

◆
逆
転
の
発
想
で
開
発
に
成
功

　

Ｎ
夜
光
は
平
成
５
年
に
同
社
で
開
発
さ

れ
ま
し
た
。
同
社
で
以
前
製
造
し
て
い
た

蓄
光
材
は
、
長
時
間
発
光
を
さ
せ
る
た
め

に
放
射
性
物
質
を
添
付
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
放
射
性
物
質
が
環
境
に
与
え
る

影
響
が
注
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
主
要

な
取
引
先
か
ら
、
環
境
に
負
荷
が
か
か
る

物
質
を
含
む
製
品
は
使
わ
な
い
と
い
う
通

達
を
受
け
る
事
に
。そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、

今
ま
で
の
蓄
光
材
に
変
わ
る
製
品
の
研
究

を
始
め
ま
し
た
。

　

Ｎ
夜
光
の
元
に
な
っ
た
の
は
、
蛍
光
灯

用
に
使
わ
れ
る
物
質
で
す
。
蛍
光
灯
の
場

合
は
、
電
源
を
消
し
た
後
す
ぐ
に
光
を
消

さ
な
い
と
い
け
な
い
た
め
、他
社
で
は﹁
い

か
に
光
ら
な
い
よ
う
に
す
る
か
﹂と
い
う

研
究
を
し
て
い
ま
し
た
。
ネ
モ
ト
・
ル
ミ

マ
テ
リ
ア
ル
の
場
合
は
逆
転
の
発
想
で
、

同
じ
素
材
を﹁
い
か
に
長
く
光
ら
せ
る
か
﹂

と
い
う
研
究
を
開
始
。
数
年
に
及
ぶ
研
究

の
末
、
Ｎ
夜
光
が
誕
生
し
ま
し
た
。

◆
米
国
防
総
省
で
も
採
用

　

Ｎ
夜
光
は
時
計
の
文
字
盤
や
リ
モ
コ
ン

キ
ー
パ
ッ
ド
、
地
下
鉄
の
白
線
な
ど
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
電
源
を
必
要
と
し
な
い

た
め
、
防
災
や
危
険
防
止
の
た
め
の
標
識

に
も
数
多
く
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
メ

リ
カ
で
同
時
多
発
テ
ロ
が
発
生
し
た
後
、

米
国
防
総
省
内
の
安
全
標
識
に
も
採
用
さ

れ
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
蓄
光
材
で
培
っ
た
技
術
は
特
殊

蛍
光
体
で
も
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
殊

蛍
光
体
は
蛍
光
灯
は
も
ち
ろ
ん
、
液
晶
テ

レ
ビ
の
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
や
プ
ラ
ズ
マ
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
な
ど
、
最
新
の
ハ
イ
テ
ク
機
器

に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

普
段
目
に
す
る
製
品
に
も
、
同
社
の
優

れ
た
技
術
が
光
っ
て
い
ま
す
。

袋状にした特殊フィルムに養液を入れ、植物
を栽培した状態。

左は従来の蓄光材、右 ２つは特許を取得した
N夜光。N夜光の明るさが際立つ。

　工業は未来を作る力です。市では、市民の皆さんが豊かな暮らしを送ることを目指し、工業の活性化や産
業の発展に向けた取り組みをしています。また、市内には独自の技術力でひときわ輝く企業があります。今
回は、高い技術力や発想力で活躍する市内の企業をご紹介します。
　広報ひらつか第 １金曜日号 ６面のコラム﹁いきいき企業紹介﹂でも市内の企業についてお知らせしています
ので、どうぞご覧ください。

N夜光を使用した誘導標識

栄養価の高い作物が育つ
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　市内に幹線道路が整備されており、
首都圏に近いという恵まれた立地条
件。平塚市の工業は、県内でも有数の
規模を誇っています。
　それを形作った歴史的な背景には、
明治20年に東海道本線が開通し、平塚
停車場（現在のＪＲ平塚駅）が設置され
たことがあります。駅を中心として工
場が作られるようになり、北側には海
軍火

か

薬
やくしょう

厰が、駅の南には紡績工場が設
立されました。また、昭和に入ると日
本国際航空工業などができ、平塚は軍
需工場都市としての役割も担ってきま
した。第 2次世界大戦後は軍需工場の
跡地に積極的な企業誘致を進め、現在
も様々な分野の工場があります。

　

高
砂
香
料
工
業
は
、
食
品
や
日
用
品
な

ど
に
使
わ
れ
る
香
料
を
製
造
し
て
い
る
会

社
で
す
。
西
八
幡
に
研
究
開
発
本
部
が
あ

り
、
同
社
が
製
造
す
る
香
り
の
ほ
と
ん
ど

は
こ
の
研
究
所
で
誕
生
し
ま
す
。
香
水
な

ど
の
フ
レ
グ
ラ
ン
ス
、
食
品
に
用
い
る
フ

レ
ー
バ
ー
部
門
の
ほ
か
、
香
料
の
原
料
と

な
る
ア
ロ
マ
ケ
ミ
カ
ル
、
ま
た
、
医
薬
中

間
体（
薬
の
原
料
と
な
る
物
質
）な
ど
を
研

究
す
る
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
の
４
部
門
が

あ
り
ま
す
。

◆
香
水
か
ら
ガ
ム
ま
で
も

　

フ
レ
グ
ラ
ン
ス
＝
香
水
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
洗
剤
や
室
内
用
芳
香

剤
、
化
粧
品
、
シ
ャ
ン
プ
ー
、
石
け
ん
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
日
用
品
に
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
フ
レ
ー
バ
ー
は
、
飲
料
や
ガ
ム
、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
の
製
菓
、
マ
ー
ガ
リ

ン
な
ど
の
油
脂
、
ス
ー
プ
や
カ
ッ
プ
麺
な

ど
の
加
工
食
品
の
風
味
を
良
く
す
る
た
め

に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
の
技
術
を
応
用

　

歯
磨
き
粉
や
ガ
ム
な
ど
に
使
用
さ
れ
、

世
界
的
に
需
要
が
多
い
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
の

香
り
。
そ
の
原
料
に
は
、
ℓエ
ル
―
メ
ン
ト
ー

ル
と
い
う
ア
ロ
マ
ケ
ミ
カ
ル
が
使
用
さ
れ

る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
高
砂
香
料
工

業
で
は
、
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
し
た

名
古
屋
大
学
の
野
依
良
治
博
士
の﹁
不
斉

合
成
﹂と
い
う
技
術
を
応
用
し
、
世
界
で

初
め
て
不
斉
合
成
に
よ
る
ℓ
―
メ
ン
ト
ー

ル
の
工
業
化
に
成
功
し
ま
し
た
。
現
在
、

ℓ
―
メ
ン
ト
ー
ル
を
不
斉
合
成
法
で
製
造

し
て
い
る
の
は
世
界
で
も
１
社
し
か
な

く
、
同
社
の
代
表
的
な
ア
ロ
マ
ケ
ミ
カ
ル

と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
全
て
は
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

　

高
砂
香
料
工
業
が
使
用
し
て
い
る
香
料

原
料
は
数
千
種
類
に
及
び
ま
す
。

　

人
間
が
感
じ
る
匂
い
に
は
、
通
常
は
複

数
の
香
り
の
成
分
が
入
り
交
じ
っ
て
い
ま

す
。
一
つ
の
フ
レ
グ
ラ
ン
ス
や
フ
レ
ー

バ
ー
製
品
に
使
わ
れ
る
香
り
を
作
る
た
め

に
は
、
複
数
の
ア
ロ
マ
ケ
ミ
カ
ル
を
組
み

合
わ
せ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
香
り

は
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
。
顧
客
の
要
望
に
対

し
て
様
々
な
パ
タ
ー
ン
の
香
り
を
作
成

し
、
何
度
も
改
良
を
加
え
て
い
き
ま
す
。

最
終
的
に
決
定
す
る
ま
で
に
は
数
十
か
ら

数
百
の
サ
ン
プ
ル
を
作
成
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
商
品
化
さ
れ
な
い
も
の
も
含
め

る
と
、
膨
大
な
数
に
な
る
そ
う
で
す
。

　

よ
り
自
然
で
愛
さ
れ
る
香
り
の
開
発
を

目
指
し
、
同
社
の
研
究
は
続
き
ま
す
。

　洗剤の残り香を
評価する場面。香
りの濃度や種類が
異なる洗剤液に浸
したタオルを洗濯
乾燥させ、それぞ
れの香りの強さな
どを調べる。

　かつて海軍火薬厰があった江陽地区
と大野地区の分布が多くなっていま
す。（海軍火薬厰があった場所：現在の
市役所〜渋田川付近）

資料はいずれも平成２0年工業統計調査結果概要。
表中の数字は小数点以下第２位を四捨五入して
いるため合計が合わない部分があります。

　政令指定都市（横浜市・川崎市・相
模原市）を除くと、事業所数などいず
れも県内で上位を占めています。

内容 順位 県内全域で占める割合

事業所数 2位 4.2％
従業者数 1位 5.9％

製造品出荷額等 2位 6.6％
付加価値額 3位 4.8％

有形固定資産投資総額 4位 4.0％

県内での位置づけ

産業中分類別
製造品出荷額等の

割合
（平成 20年）

輸送機
53.8％

そのほか
19.9％

化学
14.0％

非鉄
7.2％

プラスチック
5.2％

出荷額等が多い業種は

事業所数と出荷額等（地区別）

活
力
と
に
ぎ
わ
い
に

満
ち
た
ま
ち
を
目
指
し
て

　

平
塚
に
根
付
い
て
い
る
産
業
の
地
力
を
伸
ば

し
、新
し
い
産
業
の
創
出
を
目
指
す
市
総
合
計
画
。

産
業
の
活
性
化
を
図
る
施
策
と
し
て
、
各
種
の
助

成
や
技
術
力
の
強
化
を
図
る
研
究
支
援
な
ど
、

様
々
な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
で
対
象
と
な
る
業
種
や
企
業

の
規
模
に
つ
い
て
は
産
業
振
興
課
☎
21
―
９
７
５

８
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
企
業
立
地
の
促
進

　

②
③
の
助
成
制
度
は
①
の
施
設
整
備
助
成
を
受

け
た
企
業
が
対
象
で
す
。

①
施
設
整
備
助
成　
企
業
が
新
規
立
地
や
既
存
施

設
を
拡
張
し
た
場
合
、
固
定
資
産
税
相
当
額
の
２

分
の
１
の
費
用
を
５
年
間
助
成
し
ま
す
。
大
企
業

は
３
億
円
以
上
、
中
小
企
業
は
５
千
万
円
以
上
の

費
用
が
か
か
っ
た
場
合
が
対
象
で
す
。
操
業
か
ら

３
か
月
以
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

②
新
規
雇
用
助
成　
市
内
在
住
の
方
を
１
年
以
上

雇
用
し
た
場
合
に
助
成
し
ま
す
。
大
企
業
は
21
人

目
か
ら
、中
小
企
業
は
１
人
目
か
ら
が
対
象
で
す
。

③
環
境
設
備
助
成　
雨
水
活
用
設
備
や
太
陽
光
発

電
設
備
、
風
力
発
電
設
備
の
整
備
に
要
し
た
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

④
中
小
企
業
の
設
備
投
資
を
促
進　
生
産
の
拡
大

や
新
製
品
の
開
発
・
生
産
の
た
め
総
額
３
千
万
円

以
上
の
機
械
を
設
置
購
入
し
た
中
小
企
業
に
、
購

入
額
の
２
％
に
あ
た
る
額
を
助
成
し
ま
す
。

◆
産
学
公
の
連
携
を
推
進

・
産
学
共
同
研
究
事
業
化
支
援
補
助
金

　

新
製
品
や
新
技
術
な
ど
の
開
発
へ
の
取
り
組
み

を
支
援
す
る
た
め
、
大
学
や
試
験
研
究
機
関
な
ど

と
共
同
研
究
の
契
約
を
結
ん
だ
市
内
の
中
小
企
業

を
対
象
に
、
契
約
金
額
の
2
分
の
1
の
額
を
補
助

金
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

◆
中
小
企
業
の
金
融
支
援

　

中
小
企
業
の
経
営
の
安
定
と
振
興
を
図
る
た
め

各
種
融
資
制
度
を
設
け
る
と
と
も
に
、
利
子
補
給

や
信
用
保
証
料
へ
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

◆
湘
南
ひ
ら
つ
か
テ
ク
ノ
フ
ェ
ア

　

産
業
間
の
連
携
や
交
流
に
よ
る
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
の
場
と
し
て
、
地
域
企
業
の
優
れ
た

製
品
の
展
示
や
新
技
術
の
発
表
、
大
学
・
専
門
機

関
な
ど
の
研
究
成
果
を
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
例
年
10
月
に
ひ
ら
つ
か
ア
リ
ー
ナ
で
3
日
間

に
わ
た
っ
て
開
催
し
て
い
ま
す

地区 事業所数
（４人以上）

製造品出荷額等
（単位：百万円）

浜岳 5 13,010　　　　
太洋 16 42,466　　　　
春日野 22 5,759　　　　
江陽 52 715,000　　　　
大野西部 39 118,015　　　　
大野東部 151 309,465　　　　
豊田 30 10,703　　　　
神田 69 46,024　　　　
城島 22 3,422　　　　
岡崎 8 1,506　　　　
金田 13 6,276　　　　
金目 16 3,882　　　　
土沢 2 117　　　　
旭 14 1,655　　　　
総数 ４59 1,277,300　　　　

企業の元気をバックアップ

あ
ら
ゆ
る
香
り
を
作
り
出
す

香
り
の
世
界
は
無
限
大

高
砂
香
料
工
業
㈱

　業種は輸送機が半数を占め、化学、
非鉄が続きます。
　量産品の事業所の割合が高くなって
います。

テクノフェアに自慢の技術が勢ぞろい
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市
県
民
税
の
申
告

　

２
月
１
日（
火
）～
３
月
15
日（
火
）の
平

日
と
２
月
20
日（
日
）・
27
日（
日
）。
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
。
市
役
所
１
階
市

民
ホ
ー
ル
。

　
所
得
税
の
確
定
申
告

　

２
月
16
日（
水
）～
３
月
15
日（
火
）の
平

日
と
２
月
20
日（
日
）・
27
日（
日
）。

　

申
告
の
内
容
に
よ
り
、
申
告
で
き
る
会

場
が
異
な
り
ま
す
。
営
業
・
農
業
な
ど
の

事
業
所
得
、
譲
渡
所
得
な
ど
の
分
離
課
税

が
あ
る
方
や
青
色
申
告
の
方
は
①
ラ
ス
カ

ホ
ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。
所
得
が
給
与

や
公
的
年
金
だ
け
の
方
な
ど
、
簡
易
な
申

告
は
②
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル
で
も
受

け
付
け
ま
す
。
左
の
チ
ャ
ー
ト
図
を
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

①
平
塚
駅
ビ
ル
ラ
ス
カ
６
階
ラ
ス
カ
ホ
ー

ル　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
。
申
告
書
の

作
成
会
場
を
１
月
24
日（
月
）～
３
月
24
日

（
木
）に
設
置
し
ま
す
。
会
場
に
あ
る
パ
ソ

コ
ン
で
申
告
書
を
作
成
で
き
ま
す
。

②
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル　

午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
。

　
申
告
に
必
要
な
主
な
も
の

・
申
告
書
と
印（
認
め
印
で
も
可
）

・
所
得
を
証
明
で
き
る
も
の
。
給
与
や
公

的
年
金
の
源
泉
徴
収
票
の
原
本
な
ど
。

・
事
業
所
得
・
不
動
産
所
得
が
あ
る
方
は
、

昨
年
の
申
告
に
使
っ
た
収
支
内
訳
書

・
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
支
払
額
が
確

認
で
き
る
も
の
。
詳
細
は
下
記
の
﹁
納
付

額
を
1
月
中
に
通
知
し
ま
す
﹂を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

・
医
療
費
の
領
収
書
、
生
命
保
険
料
・
地

震（
旧
長
期
損
害
）保
険
料
の
控
除
証
明
書

・
控
除
対
象
と
な
る
寄
附
金
の
領
収
書

・
還
付
申
告
の
場
合
は
振
込
先
の
分
か
る

も
の（
名
義
は
申
告
者
本
人
）

　
公
民
館
で
巡
回
申
告
受
け
付
け

　

２
月
１
日（
火
）旭
北
／
２
日（
水
）城
島

／
３
日（
木
）岡
崎
／
４
日（
金
）金
目
／
７

日（
月
）吉
沢
／
８
日（
火
）金
田
／
９
日

（
水
）神
田
／
10
日（
木
）豊
田
。い
ず
れ
も
午

後
１
時
30
分
～
４
時
。受
け
付
け
内
容
は

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル
と
同
じ
で
す
。

　
年
金
収
入
だ
け
で
も
申
告
を
忘
れ
ず
に

　

年
金
受
給
額
が
一
定
額
を
超
え
る
と
、

市
県
民
税
を
課
税
し
ま
す
。
国
民
健
康
保

　

市
県
民
税
の
申
告
と
、
所
得
税
の
確
定
申
告
が
２
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
申
告
書
の
用
紙
は
１
月
24
日

（
月
）か
ら
、
平
塚
税
務
署
・
平
塚
駅
ビ
ル
ラ
ス
カ
6
階
ラ
ス
カ
ホ
ー
ル
・
市
民
税
課（
市
役
所
１
階
⑨
番

窓
口
）で
配
布
し
ま
す
。
申
告
期
間
の
初
日
や
最
終
日
、
月
曜
日
は
窓
口
が
大
変
混
雑
し
て
長
い
時
間
お

待
た
せ
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
手
続
き
に
は
、
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　

市
民
税
課
☎
21
―
８
７
６
６
・
８
７
６
７

市
県
民
税 

所
得
税
確
定

申
告
は
３
月
15
日
ま
で
に

険
や
生
命
保
険
な
ど
の
保
険
料
控
除
を
申

告
す
る
こ
と
で
、
減
額
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。　

　
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

・
確
定
申
告
書
の
事
前
送
付
を
廃
止

　

平
成
21
年
分
の
確
定
申
告
書
を
パ
ソ
コ

ン
で
作
成
し
、
書
面
で
提
出
し
た
方
の
う

ち
22
年
も
確
定
申
告
が
必
要
な
方
に
は
、

申
告
書
に
代
え
て﹁
お
知
ら
せ
ハ
ガ
キ
﹂な

ど
で
22
年
分
の
確
定
申
告
に
必
要
な
情
報

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
定
申
告

　

国
税
庁
ウ
ェ
ブhttp://w

w
w
.nta.

go.jp

の
﹁
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
﹂か
ら
申
告
書
が
簡
単
に
作
成
で
き

ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
国
税

の
申
告
・
納
税
・
届
け
出
な
ど
の
手
続
き

が
で
き
る
シ
ス
テ
ムe-Tax

を
利
用
す

る
と
、
作
成
コ
ー
ナ
ー
で
作
成
し
た
申
告

書
の
デ
ー
タ
を
税
務
署
に
送
信
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
詳
細
は
国
税
庁
の
ウ
ェ
ブ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・
相
続
の
保
険
金
な
ど
が
あ
る
場
合

　

相
続
、
贈
与
な
ど
で
取
得
し
た
、
生
命

保
険
や
損
害
保
険
契
約
な
ど
に
関
係
す
る

年
金
の
所
得
税
の
取
り
扱
い
が
変
わ
り
ま

し
た
。
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
手
続
き
な
ど
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
平
塚
税
務
署
に
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

問　

平
塚
税
務
署
☎
22
―
１
４
０
０

　
納
付
額
を
1
月
中
に
通
知
し
ま
す

　

①
国
民
健
康
保
険
税
②
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料（
納
付
書
や
口
座
振
替
で
納
め

た
方
）③
介
護
保
険
料（
納
付
書
や
口
座
振

替
で
納
め
た
方
）の
昨
年
１
年
間
の
納
付

額
を
１
月
中
に
通
知
し
ま
す
。
確
定
申
告

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

②
③
で
年
金
か
ら
の
天
引
き
だ
け
の
方

は
、
日
本
年
金
機
構
な
ど
か
ら
送
付
さ
れ

る
﹁
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
﹂を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
納
付
額
は
﹁
社
会
保
険

料
の
金
額
欄
﹂で
確
認
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
料（
税
）の
算
定
資
料
に
な

る
た
め
、
所
得
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
必

ず
市
県
民
税
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

①
保
険
年
金
課
保
険
税
担
当
☎
21
―

８
７
７
５
②
保
険
年
金
課
後
期
高
齢
者
医

療
担
当
☎
21
―
９
７
６
８
③
介
護
保
険
課

☎
21
―
８
７
９
０

　
障
が
い
者
控
除
対
象
者
認
定
書
を
発
行

　

障
が
い
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
で
な
く

て
も
、
障
が
い
者
控
除
対
象
者
の
認
定
書

　来年 ４月に小学校へ入学するお子さんの保護
者を対象とした入学説明会を開催します。会場
は原則として、各小学校です。崇善小学校は教
育会館、富士見小学校は富士見公民館になりま
す。お問い合わせは各小学校へ。

小学校の入学説明会

学校名 日時 会場
崇善 1月25日(火)午前10時 教育会館
港 1月25日(火)午前10時 体育館
松原 1月28日(金)午前10時 図書室
富士見 1月28日(金)午前10時 富士見公民館
花水 1月21日(金)午前10時 体育室
旭 1月21日(金)午前10時 体育館
大野 1月26日(水)午前 9時４0分 図書室
中原 1月26日(水)午前 9時50分 多目的教室Ⅰ
豊田 1月28日(金)午前10時 図書室
神田 2月 1日(火)午前 9時４0分 なかよしルーム
城島 2月 ４日(金)午前10時 図書室
岡崎 1月28日(金)午前10時 音楽室
金田 1月28日(金)午後 2時15分 図書室
土屋 1月20日(木)午前10時 図書館
吉沢 2月 1日(火)午後 2時 図書室
金目 1月19日(水)午後 1時30分 第2多目的室
横内 1月20日(木)午後 1時30分 体育館
八幡 1月20日(木)午後 2時 図書室
南原 1月27日(木)午前10時 図書室
真土 1月20日(木)午前 9時30分 図書室
松が丘 2月 ４日(金)午前10時 集会室
相模 1月21日(金)午前 9時30分 図書室
なでしこ 1月28日(金)午前10時 図書室
勝原 1月28日(金)午前10時 第2音楽室
松延 1月27日(木)午前 9時30分 2 階打ち抜き教室
みずほ 1月21日(金)午前10時 図書室
山下 1月21日(金)午前 9時50分 第2音楽室
大原 1月26日(水)午前 9時30分 図書室

美しい海岸への意見を募集
を
発
行
で
き
ま
す
。
確
定
申
告
時
に
提
出

す
る
と
、
65
歳
以
上
の
本
人
と
そ
の
扶
養

者
は
、障
が
い
者
控
除
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
の
は
①
要
介
護
４
～
５

で
、
要
介
護
認
定
の
﹁
障
が
い
高
齢
者
の

日
常
生
活
自
立
度
﹂が
Ｂ
１
以
上
の
方
②

要
介
護
認
定
の
﹁
認
知
症
高
齢
者
の
日
常

生
活
自
立
度
﹂が
Ⅲ
以
上
の
方
③
身
体
障

が
い
者
１
～
６
級
に
準
ず
る
と
医
師
に
診

断
さ
れ
た
方
。

問　

高
齢
福
祉
課
☎
21
―
８
７
７
８

申告内容と会場

市役所 １階市民ホールでの申告

　相模湾沿岸で進む海岸侵食対策のため、本年度
中に県が策定する相模湾沿岸海岸侵食対策計画素
案への意見を募集します。素案は公民館や図書
館、市のウェブなどで閲覧できます。郵便・ファ
クス・メールで住所・氏名・勤務先・電話番号と
平塚海岸についての意見を １月１１日（火）～ 2月１0
日（木）に〒23１-8588 横浜市中区日本大通 １の県
流域海岸企画課☎ 045–2１0–6479薨045–2１0–8878  

ryuiki@pref.kanagawa.jp へ
問　みどり公園・水辺課☎2１–9852

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

ラ
ス
カ
６
階
ラ
ス
カ
ホ
ー
ル

申告書の
提出だけ

税
務
署

営業・農業などの事業所得、
譲渡所得などの分離課税が
ある申告や相談

国外所得や外国籍の方の申
告や相談がある

市県民税の申告

平成22年分の確定申告で、所得が
給与や年金のみの方や医療費控除
の申告などの簡易な申告

確定申告の全般

「生命保険契約等に基づく年金の
税務上の取扱い変更」に関係する
申告

住宅借入金等特別控除など
の申告や相談がある

平成2１年分以前の確定申告
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■�申し込み方法は次のとおりです
　問＝問い合わせ　　申＝申し込み　
　　�必要事項とある場合、郵便番号・住所・氏名（ふ
りがな）・電話番号をご記入ください。
■�市役所への郵便物は〒254–8686　平塚市役所
○○課で届きます
■�申し込み開始日の記載がない場合、1月11日
（火）午前8時30分から受け付けを開始します
■�メールで申し込む場合、 @以下にcity.
hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください

JAビルかながわ
市民活動センター
消費生活センター（ ）

松原分庁舎

市民センター
（青少年相談室）

豊原
分庁舎

福祉会館
療育相談室

中央公民館

市役所・消防署
教育会館
青少年会館（青少年課）
中央図書館

美術館

八幡山公園

総合公園

勤労会館

ひらつかアリーナ

保健センター

新館

市民プラザ

博物館

JR 平塚駅

駅前市民
窓口センター

●イベント名
●郵便番号
●住所
●全員の氏名
●電話番号
●各イベントの
　必要事項

郵
送･

フ
ァ
ク
ス･

メ
ー
ル

●イベント名
●郵便番号
●住所
●全員の氏名
●電話番号
●各イベントの
　必要事項

氏　
　

名

住 

所

往
復
は
が
き

返 信 往 信

お
申
し
込
み

記
入
例

生活・イベント情報

本庁舎１階☎2１-8764
市民相談室

◇�一般市民　毎週月〜金曜
日、8時30分〜１2時・１3時
〜１7時
◇�一般法律（予約制）　毎週
水・木曜日、１3時〜１6時
◇�多重債務（予約制）　１月
１１日（火）・25日（火）、１3
時〜１6時
◇�税務（予約制）　
　　�１月7日（金）、2月4日（金）、
１3時〜１6時
◇�年金・社会保険・労災　
１月１１日（火）１3時〜１6時

◇��登記・供託（予約制）
　１月１4日（金）１3時〜１6時
◇�測量・土地境界　１月１4
日（金）１3時〜１6時

◇�下請取引　１月１8日（火）
１3時30分〜１6時
◇�住宅（新・改築）　１月１8
日（火）１3時〜１6時

◇�不動産　１月2１日（金）１3
時〜１5時
◇�分譲マンション管理
　１月24日（月）１3時〜１6時
◇許認可届け出　１月25日
　（火）１3時〜１6時
◇�外国籍　スペイン語：毎
週火曜日／ポルトガル
語：毎週水曜日／中国語：
第2・4木曜日、いずれも
9時〜１2時・１3時〜１6時

市民センター☎34-73１１
青少年相談室

◇青少年相談　毎週月〜土
　曜日、１0時〜１8時30分
◇�青少年専用ダイヤル・ヤ
ングテレホン�☎3

ミ ミ で

3−7
ナヤミナシ

830
毎週月〜土曜日、１0時〜
１8時30分
こどもの総合相談
こども家庭課☎2１-9843

◇家庭児童相談　毎週月�
　〜金曜日、9時〜１6時
◇�こども総合相談　毎週月

〜金曜日、8時30分〜１7時
◇母子相談　毎週月〜金曜
　日、9時〜１7時

豊田分庁舎☎薨34-9076
子育て支援センター

◇�未就学児対象の子育て相
談・情報提供　毎週月〜
金曜日、9時30分〜１6時�
療育相談室
福祉事業センター☎薨32-2738

◇��子どもの発達相談
　（来所・予約制）
　毎週月〜金曜日、１0時〜
　１5時

崇善小学校北側☎36-60１3
子ども教育相談センター

◇�来所　毎週月〜金曜日、
１0時〜１7時
◇�電話　毎週月〜金曜日、
9時〜１7時

追分１-43☎33-2333
福祉会館

◇�法律（予約制）
　2月8日（火）１3時〜１6時

◇�生活支援　毎週月〜金曜
日、8時30分〜１7時
◇�ボランティア　毎週月〜
金曜日、8時30分〜１7時

保健センター☎55-2１１１
健康相談

◇�来所（生活習慣病の予防
や食事・運動による病状
改善相談。予約制）
　毎週月〜金曜日、8時30
　分〜１7時

人権相談
☎23-１１１１・内線2１72

人権・男女
共同参画課

◇�来所　１月１8日（火）、2月
１日（火）１3時〜１6時

女性のための相談
人権・男女共同参画課
☎2１-96１１
◇��来所・電話　毎週月〜金
曜日、9時30分〜１6時

高齢福祉課☎2１-8778
65歳からの健康相談

◇�来所（予約制）

　　�１月１8日（火）9時30分〜１2
時�30分

障がい福祉課☎2１-8774
障がいがある方の相談

◇�手話案内薨35−5770
　毎週金曜日、9時〜１2時
　30分
◇�精神保健福祉（予約制）　
毎週月〜金曜日、9時30分

　〜１6時

南附属庁舎1階☎2１-8779
保健福祉総合相談

◇�来所・電話　毎週月〜金
曜日、8時30分〜１7時

JAビルかながわ☎2１-7530
消費生活センター

◇�来所・電話
　毎週月〜金曜日、9時30　
　　分〜１6時
就労相談
勤労会館☎2１-9758

◇�来所（予約制・先着5人）　
１月26日（水）１3時〜

　　１8時

市民相談

　体が不自由で投票に行けない
方は郵便による不在者投票がで
きます。自宅などで投票用紙に
記入し、選挙管理委員会に郵送
して投票します。証明書などの
手続きがあらかじめ必要なた
め、早めに選挙管理委員会事務
局までご相談ください。
　対象となるのは、身体障がい

者手帳をお持ちで
①両下肢・体幹・
移動機能で １〜 2
級②心臓・じん臓・
呼吸器・ぼうこう・直腸・小腸
で １級または 3級③免疫・肝臓
で １〜 3級、または介護保険の
被保険者証の要介護区分が「要
介護 5」の方です。

問　選挙管理委員会事務局
　　☎21ー８７９5郵便による不在者投票

❹選挙に 行こう！

市
の
1７
職
種
の
嘱
託
員

　

資
格
な
ど
詳
し
い
応
募
条
件
な
ど
は
市

の
ウ
ェ
ブ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
３
人
／
戸
籍
窓
口

事
務
１
人
／
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談
１

人
／
女
性
の
た
め
の
相
談
窓
口
１
人
／
保

健
師
Ａ（
高
齢
者
へ
の
健
康
教
育
・
相
談

な
ど
）１
人
／
保
健
師
Ｂ（
母
子
や
高
齢
者

の
保
健
事
業
で
公
衆
衛
生
関
係
の
相
談
な

ど
）１
人
／
福
祉
窓
口
２
人
／
介
護
認
定

調
査
１
人
／
保
育
士
Ａ（
心
身
障
が
い
児

の
相
談
な
ど
）１
人
／
保
育
士
Ｂ（
市
立
保

育
園
で
の
保
育
業
務
。
週
33
時
間
45
分
勤

務
）９
人
／
保
育
士
Ｃ（
市
立
保
育
園
で

の
保
育
業
務
。
週
28
時
間
45
分
勤
務
）１

人
／
管
理
栄
養
士
１
人
／
保
育
園
給
食
調

理
・
用
務
作
業
５
人
／
び
わ
青
少
年
の
家

施
設
管
理
１
人
／
国
民
健
康
保
険
税
徴
収

事
務
６
人
／
公
園
作
業
１
人

　

勤
務
日
数
は
週
３
～
５
日
、
月
額
賃
金

は
11
万
６００
円
～
17
万
１
３
０
０
円
で
、
い

ず
れ
も
職
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
採
用

予
定
日
は
４
月
１
日
以
降
。
雇
用
期
間
は

１
年
度
以
内
で
、
勤
務
成
績
な
ど
に
よ
り

更
新
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
第
１
次
試

験
は
１
月
30
日（
日
）。

申　

本
庁
舎
３
階
の
職
員
課
☎
21
―
８
７

６
２
や
公
民
館
な
ど
に
あ
る
受
験
申
込
書

を
、
１
月
７
日（
金
）～
21
日（
金
）の
平
日

に
、
本
人
が
直
接
、
同
課
へ
。
受
験
申
込

書
は
市
の
ウ
ェ
ブ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

市
民
病
院
の
看
護
職
員

　

看
護
師
・
助
産
師
合
わ
せ
て
15
人
程
度
。

試
験
日
は
１
月
23
日（
日
）。
応
募
方
法
な

ど
詳
細
は
市
民
病
院
の
ウ
ェ
ブ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

申　

１
月
13
日（
木
）ま
で
に
病
院
総
務
課

☎
32
―
０
０
１
５
内
線
３
１
９
６
へ
。

市
民
病
院
に
展
示
し
ま
せ
ん
か

　

市
民
病
院
２
階
連
絡
通
路
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
写
真
や
絵
画
な
ど
を
展
示
で
き
ま

す
。
対
象
は
市
内
で
活
動
す
る
絵
画
な
ど

の
サ
ー
ク
ル
ま
た
は
団
体
。
詳
細
は
市
民

病
院
の
ウ
ェ
ブ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申　

病
院
総
務
課
☎
32
―
０
０
１
５

学
校
給
食
関
係
作
業
者
の
登
録

　

欠
員
が
生
じ
た
場
合
に
採
用
し
ま
す
。

①
臨
時
給
食
調
理
員
の
登
録
者　

給
食
調

理
や
食
器
の
洗
浄
な
ど
の
補
助
作
業
を
し

ま
す
。
勤
務
は
月
12
日
以
内
。
時
給
8６5
円
。

②
臨
時
給
食
配
膳
員
の
登
録
者　

共
同
調

理
場
か
ら
配
送
さ
れ
る
小
学
校
で
、
配
送

さ
れ
た
給
食
の
配
膳
作
業
を
し
ま
す
。
勤

務
は
週
19
時
間
以
内
。時
給
１
０
０
０
円
。

申　

市
販
の
履
歴
書
を
１
月
11
日（
火
）～

17
日（
月
）の
平
日
に
本
人
が
直
接
、
豊
原

町
２
―
21
の
豊
原
分
庁
舎
１
号
館
２
階
の

学
校
給
食
課
☎
35
―
８
１
１
９
へ
。

学
校
給
食
物
資
納
入
業
者
の
登
録

　

平
成
23
・
24
年
度
の
学
校
給
食
用
の
食

材
料
を
納
入
す
る
業
者
の
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
。
更
新
年
度
の
た
め
、
既
に
登
録

し
て
い
る
業
者
も
申
請
が
必
要
で
す
。
申

請
用
紙
の
配
布
は
１
月
11
日（
火
）～
18
日

（
火
）、
申
請
の
受
け
付
け
は
１
月
19
日

（
水
）～
26
日（
水
）に
、
豊
原
分
庁
舎
１
号

館
２
階
の
学
校
給
食
課
内
の
市
学
校
給
食

会
で
行
い
ま
す
。

問　

学
校
給
食
課
☎
35
―
８
１
１
９

人
権
講
演
会﹁
暮
ら
し
の
中
の
人
権
﹂

　

１
月
28
日（
金
）午
前
10
時
～
正
午
。
勤

労
会
館
。
対
象
は
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
1００
人（
抽
選
）。

申　

は
が
き
・
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー

ル
で
、
必
要
事
項
・
保
育
の
有
無
を
１
月

20
日（
木
）ま
で
に
人
権
・
男
女
共
同
参
画

課
☎
内
線
２
１
７
２
薨
21
―
９
７
３
６

danjo@

へ
。

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

参
加
者
の
集
め
方
な
ど
に
つ
い
て
講
演

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
１
月
29
日（
土
）午

前
９
時
30
分
～
正
午
。
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
。
市
内
在
住
で
地
域
の
各
種
団
体
で

活
動
し
て
い
る
方
な
ど
30
人（
抽
選
）。

申　

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で
必
要

事
項
・
団
体
名
・
地
域
の
課
題
を
１
月
20

日（
木
）ま
で
に
協
働
推
進
課
☎
21
―
９
６

１
８
薨
21
―
９
７
５
６

kyodo@

へ
。

百
万
母ぼ

力り
き

講
演
会﹁
お
母
さ
ん
の
笑

顔
が
未
来
を
つ
く
る
﹂

　

月
刊
お
母
さ
ん
業
界
新
聞
編
集
長
の
藤

本
裕
子
さ
ん
が
講
演
し
ま
す
。
１
月
30
日

（
日
）午
後
1
時
30
分
～
３
時
30
分
。
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
。
80
人（
先
着
順
）。

申　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
☎
21
―
７
５
１

７
薨
22
―
３
７
０
１

ガ
イ
ド
と
巡
る
平
塚
の
文
化
資
源

　

平
塚
宿
周
辺
の
史
跡（
西
部
）コ
ー
ス
。

1
月
23
日（
日
）午
前
９
時
～
11
時
30
分
。

４
㌔
㍍
。
当
日
午
前
の
降
水
確
率
が
50
％

以
上
の
場
合
、翌
週
に
延
期
。神
奈
中
﹁
古

花
水
﹂バ
ス
停
に
集
合
。
3００
円
、
中
学
生

以
下
は
無
料
。
申
し
込
み
は
、
は
が
き
で

コ
ー
ス
名
と
全
員
の
住
所
・
氏
名
を
、
1

月
16
日（
日
）ま
で
に
ひ
ら
つ
か
文
化
財
ガ

イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
〒
254
―
００87
豊
田

本
郷
１
６
９
０
―
６
へ
。

問　

社
会
教
育
課
☎
35
―
８
１
２
４
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13 10:
9 :25ころから

ころまで 12 25:
9 :40ころから

ころまで13 20:
9 :20ころから

ころまで

12 45:
8 :30ころから

ころまで

15 45:
8 :00ころから

ころまで 15 45:
6 :00ころから

ころまで

ゴール
大磯プリンスホテル

二宮
大磯

平塚 馬入橋

茅ケ崎

辻堂 JR東海道本線 藤沢

江
の
島
入
口

浜
須
賀

浜
見
山

交
番
前

柳
島

茅ケ崎西IC

茅ケ崎海岸IC

高
浜
台

唐
ケ
原大

磯
西
IC

国
府
本
郷

西
湘
二
宮
IC

15 00: ころまでス
タ
ー
ト

13 40:
9 :10ころから

ころまで

（西湘バイパス）

12 10:
9 :45ころから

ころまで

家
族
介
護
者
教
室

　

対
象
は
市
内
在
住
の
高
齢
者
の
介
護
を

し
て
い
る
、
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
。

①
１
月
15
日（
土
）午
後
２
時
～
４
時
。

ユ
ー
ミ
ー
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
湘
南
四
之

宮（
四
之
宮
１
―
３
―
57
）。
25
人（
先
着

順
）。申
し
込
み
は
ユ
ー
ミ
ー
メ
デ
ィ
カ
ル

タ
ウ
ン
湘
南
四
之
宮
☎
20
―
５
５
３
５
へ
。

②
１
月
18
日（
火
）午
後
１
時
30
分
～
３

時
。
花
水
公
民
館
。
20
人（
先
着
順
）。

申
し
込
み
は
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
☎
33
―

２
５
１
１
へ
。

③
２
月
２
日（
水
）午
前
10
時
～
正
午
。
須

賀
公
民
館
。
30
人（
先
着
順
）。
申
し
込
み

は
富
士
白
苑
☎
61
―
５
０
５
０
へ
。

問　

高
齢
福
祉
課
☎
21
―
８
７
７
８

自
宅
で
で
き
る
簡
単
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　

①
ス
ト
レ
ッ
チ
編
２
月
１
日（
火
）②

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
編
２
月
８
日（
火
）③
ひ
き

し
め
筋
ト
レ
編
２
月
15
日（
火
）、
午
後
１

時
30
分
～
３
時
。
保
健
セ
ン
タ
ー
。
市
内

在
住
・
在
勤
の
方
35
人（
先
着
順
）。
持
ち

ま
た
は
直
接
、
追
分
１
―
43
の
社
会
福
祉

協
議
会
☎
33
―
２
３
３
３
へ
。

問　

福
祉
総
務
課
☎
21
―
８
７
７
９

転
倒
骨
折
予
防
教
室

　

筋
力
ア
ッ
プ
の
運
動
な
ど
。
２
月
３
日

～
３
月
24
日
の
木
曜
日
、
午
前
10
時
～
正

午
、
全
７
回
。
大
原
公
民
館
。
市
内
在
住

の
65
歳
以
上
で
、
介
護
保
険
の
認
定
を
受

け
て
い
な
い
方
15
人（
先
着
順
、
初
め
て

の
方
優
先
）。
申
し
込
み
は
年
度
内
２
回

ま
で
。
持
ち
物
は
飲
み
物
・
タ
オ
ル
。

申　

高
齢
福
祉
課
☎
21
―
８
７
７
８

誰
で
も
学
べ
る
！
　
認
知
症
教
室

　

１
月
14
日（
金
）午
後
１
時
30
分
～
３

時
。平
塚
栗
原
ホ
ー
ム（
立
野
町
31
―
20
）。

市
内
在
住
・
在
勤
の
方
30
人（
先
着
順
）。

申
し
込
み
は
よ
ろ
ず
相
談
セ
ン
タ
ー
ゆ
り

の
き
☎
33
―
２
３
３
４
へ
。

問　

高
齢
福
祉
課
☎
21
―
８
７
７
８

家
族
介
護
教
室
　リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体

操
講
座

　

１
月
27
日（
木
）午
前
10
時
～
正
午
。
平

塚
栗
原
ホ
ー
ム（
立
野
町
31
―
20
）。
高
齢

者
を
介
護
す
る
家
族
と
介
護
に
関
心
が
あ

る
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
30
人（
抽
選
）。

持
ち
物
は
運
動
靴
・
バ
ス
タ
オ
ル
・
タ
オ

ル
・
500
㍉
㍑
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
。
運
動
し
や

す
い
服
装
で
。
申
し
込
み
は
、
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
介
護
状
況
を
、
１
月
21
日（
金
）ま
で

に
同
ホ
ー
ム
☎
35
―
６
０
６
０
薨
35
―

６
０
３
８
へ
。

問　

高
齢
福
祉
課
☎
21
―
８
７
７
８

く
す
の
木
体
操
講
習
会

　

１
月
21
日（
金
）午
後
１
時
30
分
～
３

時
。
南
原
公
民
館
。
持
ち
物
は
室
内
用
運

動
靴
・
バ
ス
タ
オ
ル
・
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
・

飲
み
物
。

問　

健
康
課
☎
55
―
２
１
１
１

日
赤
の
講
習
会

　

い
ず
れ
も
西
部
福
祉
会
館
。
15
歳
以
上

の
方
20
人（
中
学
生
は
除
く
・
抽
選
）。

①
救
急
法
基
礎
講
習
会

　

１
月
23
日（
日
）正
午
～
午
後
４
時
。
１

５
０
０
円
。

②
健
康
生
活
支
援
員
の
養
成
講
習
会

　

高
齢
者
に
必
要
な
知
識
や
技
術
な
ど
を

学
ぶ
。
１
月
22
日（
土
）・
23
日（
日
）、
午

前
９
時
～
午
後
４
時
。
１
０
０
０
円
。

申　

は
が
き
に
開
催
日
と
講
習
会
名
・

必
要
事
項
・
生
年
月
日
を
記
入
し
、
１
月

14
日（
金
）ま
で
に
福
祉
総
務
課
☎
21
―
８

７
７
９
へ
。

家
族
を
介
護
し
て
い
る
方
の
た
め
の

交
流
会

　

①
２
月
11
日（
祝
）午
前
10
時
～
11
時
30

分
。
中
原
公
民
館
。
②
２
月
15
日（
火
）午

前
10
時
～
11
時
30
分
。
豊
田
敬
愛
ホ
ー
ム

　
申
し
込
み
開
始
日
の
記
載
が
な
い
も
の
は
1
月
11
日（
火
）午
前
8
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。
申
し
込
み
方
法
な
ど
の
詳
細
は
5
面
左
上
の
欄
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　達上ケ丘の平塚金属工業（株）は、自動車
などに使われるアルミ合金ピストンを製造
しているピストン専門メーカーです。ミク
ロン単位でのモノづくりができる高い技術
力は、高い信頼を得ており、中東を中心に
海外への輸出も手掛けています。
　同社は昭和15年に平塚自動車部品製作所
として設立。戦時下に傷痍（しょうい）軍人
擁護のため、国策で設立された企業で、戦
場で傷ついた人々のた
めに創られた、日本で
唯一の傷兵工場でし
た。現在でも、敷地内
の建物の大部分が当時
のまま残され使用され
ています。
　近年は、新たな技術に関する研究開発に
も取り組んでおり、県の創造的新技術研究
開発計画の認定企業になりました。ピスト
ン一筋50年が経過し、人を大事にする社風
の下、ベテランと若手の力を合わせてより
良いモノづくりに情熱を注いでいます。

◆産業振興課☎21–9758

平塚金属工業（株）

い き い き 企 業 紹 介 ⑳

6

住
民
票
の
変
更
は
お
早
め
に

　

住
民
基
本
台
帳
は
、居
住
関
係
や
氏
名
・

生
年
月
日
・
本
籍
・
住
所
な
ど
の
証
明
や
、

住
民
に
関
す
る
事
務
処
理
の
基
礎
と
な
り

ま
す
。
住
民
基
本
台
帳
の
正
確
性
を
確
保

す
る
た
め
、
住
民
票
に
変
更
が
あ
る
場
合

は
早
め
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

住
所
の
異
動
が
あ
っ
た
ら　

　

現
在
、
お
住
ま
い
の
住
所
地
か
ら
別
の

場
所
へ
住
所
を
変
更
さ
れ
た
方
は
、
住
所

の
異
動
届
け
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
本

人
確
認
が
で
き
る
も
の（
免
許
証
、
パ
ス

ポ
ー
ト
、
健
康
保
険
証
な
ど
）を
持
ち
、

市
民
課
②
番
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

市
内
か
ら
市
内
へ
の
異
動　

転
居

市
内
か
ら
市
外（
外
国
）へ
の
異
動　

転
出

市
外
か
ら
市
内
へ
の
異
動　

転
入

　

ま
た
、
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
方
、
家

族
が
亡
く
な
ら
れ
た
方
も
届
け
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
こ
ち
ら
も
市
民
課
②
番
窓

口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

市
民
課
☎
21
―
８
７
７
２

保
育
園
児
絵
画
展

　

保
育
園
児
が
生
活
の
中
で
感
じ
た
こ
と

を
描
き
ま
し
た
。
友
好
都
市
の
花
巻
市
・

高
山
市
の
園
児
の
絵
画
も
展
示
し
ま
す
。

　

１
月
13
日（
木
）～
16
日（
日
）午
前
10
時

～
午
後
４
時
30
分（
16
日
は
午
後
３
時
ま

で
）。
美
術
館
。

問　

こ
ど
も
家
庭
課
☎
21
―
９
６
１
２

湘
南
ひ
ら
つ
か
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

新
年
の
初
売
り
に
な
る
今
回
は
、
福
袋

や
１
杯
50
円
の
甘
酒
も
販
売
。
地
元
産
の

魚
・
野
菜
な
ど
の
販
売
や
ダ
ン
ベ
ル
体
操
。

１
月
16
日（
日
）午
前
７
時
～
８
時
30
分
。

小
雨
決
行
。
総
合
公
園
南
駐
車
場
。

問　

産
業
振
興
課
☎
21
―
９
７
５
８
・
当

日
は
☎
23
―
１
１
１
１

防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
﹁
自
助
・
公
助
か
ら
考
え
る　

地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
大
切
さ
﹂と
い
う
神
奈

川
大
学
工
学
部
の
荏
本
孝
久
教
授
の
講
演

物
は
室
内
用
運
動
靴
・
飲
み
物
・
タ
オ
ル
。

③
は
500
㍉
㍑
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
２
本
。

申　

健
康
課
☎
55
―
２
１
１
１

健
診
で
血
糖
値
注
意
と
い
わ
れ
た
ら

①
講
話
編　

２
月
５
日（
土
）午
前
10
時
～

11
時
30
分
。
勤
労
会
館
。
市
内
在
住
・
在

勤
の
方
40
人（
先
着
順
）。
希
望
者
に
は
、

血
管
年
齢
を
測
定
し
ま
す
。

②
食
生
活
実
践
編　

２
月
11
日（
祝
）午
前

10
時
～
午
後
１
時
。
保
健
セ
ン
タ
ー
。
市

内
在
住
・
在
勤
の
方
40
人（
先
着
順
）。

申　

①
は
電
話
で
②
は
往
復
は
が
き
に
教

室
名
・
必
要
事
項
・
年
齢
を
記
入
し
、
〒

254
―
0082
東
豊
田
448
―
３
健
康
課
☎
55
―
２

１
１
１
へ
。

要
約
筆
記
入
門
講
習
会

　

耳
が
不
自
由
な
方
に
音
の
情
報
を
文
字

で
伝
え
る
方
法
を
学
び
ま
す
。
２
月
２
日

～
３
月
９
日
の
水
曜
日
、
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分
、全
６
回
。福
祉
会
館
。
市
内

在
住
・
在
勤
の
方
15
人（
先
着
順
）。
500
円
。

持
ち
物
は
筆
記
用
具
。
申
し
込
み
は
電
話

の
後
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
１

月
22
日（
土
）午
後
２
時
～
４
時
30
分
。
中

央
公
民
館
。

問　

防
災
危
機
管
理
課
☎
21
―
９
７
３
４

総
合
体
育
館
温
水
プ
ー
ル
が
休
館

　

１
月
11
日（
火
）～
28
日（
金
）、
清
掃
の

た
め
、
総
合
体
育
館
温
水
プ
ー
ル
が
利
用

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

問　

総
合
公
園
管
理
事
務
所
☎
35
―
２
２

３
３横

内
子
ど
も
の
家
が
休
館

　

１
月
11
日（
火
）～
１
月
24
日（
月
）の
２

週
間
、
塗
装
・
修
繕
工
事
の
た
め
、
横
内

子
ど
も
の
家（
横
内
２
５
１
７
―
１
）は
臨

時
休
館
し
ま
す
。

問　

青
少
年
課
☎
32
―
７
０
２
９
・
横
内

子
ど
も
の
家
☎
53
―
１
４
３
０

　午前 9時のフルマラソンスタートなどにあわせて、西湘バイパス西湘二宮
Ｉ.Ｃ.から国道134号江の島入口の上下線、新湘南バイパス茅ケ崎西Ｉ.Ｃ.から茅ケ
崎海岸Ｉ.Ｃ.の下り線が日中、通行止めになります。交通規制の時間は場所により
異なりますので、下記の地図でご確認ください。コース周辺の道路は混雑が予想さ
れるため、国道 1号などほかの道路にう回をお願いします。

問　湘南国際マラソン実行委員会☎70-6667

1月 23日（日）
午前8時〜　　
午後3時４5分　

湘南国際マラソンで
交通規制を行います



平塚市役所　〒254−8686　平塚市浅間町9−1　☎0463−23−1111　薨0463−23−9467
広報ひらつか　第926号

博物館
http://www.hirahaku.jp/ウェブ

〒２５４—００４１浅間町１２—４１
☎３３‐５１１１・薨３１‐３９４９
休館日１１・１7・２４・３１日

■冬期特別展「開運！　招福！　相州だるま」　2月6
日（日）まで。特別展示室。
・相州だるまの絵付け教室　オリジナルだるまを作
ります。①1月9日（日）②2月6日（日）、午前10時と午
後1時。講堂。各15人（10分前から受け付け開始、先
着順）。1，000円。
・記念講演会「だるまはなぜ赤い？　ー達磨の起源
を語るー」　1月15日（土）午後2時〜3時30分。講堂。
・学芸員による特別展示解説ツアー　1月23日(日)
午後2時〜3時
■寄贈品コーナー　①「木地だるま展」1月30日（日）
まで②「平塚の城館」2月2日（水）〜27日（日）
■ろばたばなし　1月16日（日）午後1時20分と午後3
時。展示室1階「相模の家」
■考古学入門講座「土を読む２」　1月30日（日）午後2
時〜3時30分。40人（抽選）。はがきに必要事項を記
入し、1月21日（金）までに博物館へ。
■プラネタリウム　投影機更新工事のため、3月末
日まで休演します。

美術館
art-muse@city.hiratsuka.kanagawa.jp
http://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/art-muse/ウェブ

メール

〒２５４—００7３西八幡１‐３—３
☎３５‐２１１１・薨３５‐２7４１
休館日１１・１7・２４・３１日

■春の所蔵品展　東洋を描く
湘南の洋画家たち　4月10日
（日）まで。一般200円など。
鳥海青児「根来瓶子（へいし）
と果物」（右写真）など約50点。
■ロビー展「モノ・黒」樋口健
彦の仕事２005-２010　4月10日
（日）まで。
■市民アートギャラリー　
1月6日（木）〜10日（祝）こども
年賀状展／13日（木）〜16日（日）保育園児絵画展／18
日（火）〜23日（日）ぐうちょきぱあ展／26日（水）〜30
日（日）東海大学アート＆デザイン展

中央図書館
http://www.lib.city.hiratsuka.kanagawa.jp/ウェブ

〒２５４—００４１浅間町１２—４１
☎３１‐０４１５・薨３１‐９９８４
休館日１１・１7・２４・３１日

■特集展示　あたたまる本　1月30日（日）まで
■ブックスタートの予約受付　①1月16日（日）中央
図書館②26日（水）南図書館③2月2日（水）西図書館④
19日（土）中央図書館、いずれも午前10時〜11時30分。
市内在住の1歳未満のお子さんとその保護者。電話
で中央図書館へ
■映画会　日曜日午後2時。中央図書館3階ホール
1月9日・越後の昔ばなし　あったてんがのお（ア
ニメ）／16日・地球が動いた日（アニメ）／23日・こ
らッ！のおじいちゃん（実写）／30日・広報映画会・相
模国府は平塚にあった（実写）など

3

（
南
豊
田
85
―
１
）。
対
象
は
市
内
在
住
の

高
齢
者
を
介
護
し
た
経
験
が
あ
る
方
30
人

（
先
着
順
）。
申
し
込
み
は
よ
ろ
ず
相
談
セ

ン
タ
ー
と
よ
だ
☎
36
―
２
５
０
１
へ
。

問　

高
齢
福
祉
課
☎
21
―
８
７
７
８

平
塚
保
健
福
祉
事
務
所
の
相
談

①
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
予
約
制
）　

1
月

18
日（
火
）・
26
日（
水
）、
２
月
１
日（
火
）、

午
後
１
時
30
分
～
３
時
45
分
②
認
知
症
相

7

1月8日土13:30～
受講生募集中

【期間】3ヶ月・月3回《1回2教程》
【場所】平塚商工会議所2F

所長  松永 洋忠  http://www.8740.co.jp
☎0463-58-8740

コミュニケーション術 UP!!

就活に活かす話し方

湘南話し方センター
人財育成の

詳しくはお電話にて！

聴講できます！
個人指導も大好評

広告

③
未
就
園
児
親
子
ス
ポ
ー
ツ
教
室　

１
月

19
日
～
３
月
９
日
の
水
曜
日
、
午
前
10
時

30
分
～
11
時
30
分
、
全
８
回
。
市
内
在
住

の
２
～
３
歳
の
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

20
組（
先
着
順
）。
申
し
込
み
は
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
メ
ー
ル
で
、
教
室
名
と
コ
ー
ス
の

曜
日（
メ
ー
ル
の
場
合
は
件
名
に
も
）・

必
要
事
項
・
年
齢
・
フ
ァ
ク
ス
番
号
・
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
１
月
10
日（
祝
）正
午
か

ら
、
馬
入
ふ
れ
あw
い
公
園
サ
ッ
カ
ー
場

薨
25
―
０
１
０
６

banyuu-soccer-
ground@

m
f.scn-net.ne.jp

へ
。

問　
み
ど
り
公
園・水
辺
課
☎
21
―
９
８
５
２

ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

会
場
は
①
～
③
が
総
合
体
育
館
。
④
～

⑥
が
ひ
ら
つ
か
ア
リ
ー
ナ
。
抽
選
。

①
す
っ
き
り
の
び
の
び
体
操　

２
月
９
日

～
３
月
30
日
の
水
曜
日
、
午
前
９
時
20
分

～
10
時
50
分
、
全
８
回
。
30
人
。
２
５
０

０
円
。

②
は
つ
ら
つ
水
中
体
操　

２
月
９
日
～
３

月
16
日
の
水
曜
日
、
コ
ー
ス
１
午
前
10
時

15
分
～
11
時
、
コ
ー
ス
２
午
前
11
時
15
分

～
正
午
、
い
ず
れ
も
全
６
回
。
各
60
人
。

２
５
０
０
円
。

③
ア
ク
ア
ビ
ク
ス　

２
月
10
日
～
３
月
17

日
の
木
曜
日
、
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30

分
、
全
６
回
。
45
人
。
４
０
０
０
円
。

④
女
性
フ
ッ
ト
サ
ル　

２
月
３
日
～
３
月

10
日
の
木
曜
日
、
午
後
７
時
15
分
～
８
時

45
分
、
全
６
回
。
40
人
。
３
０
０
０
円
。

⑤
卓
球　

２
月
９
日
～
３
月
23
日
の
水
曜

日
、
午
前
９
時
30
分
～
正
午
、
全
７
回
。

初
心
、
初
級
、
中
級
の
３
ク
ラ
ス
。
計
100

人
。
４
７
０
０
円
。

⑥
リ
ズ
ム
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ス
ト
レ
ッ
チ
体

操　

２
月
10
日
～
３
月
31
日
の
木
曜
日
、

午
前
９
時
30
分
～
10
時
45
分
、
全
８
回
。

80
人
。
３
０
０
０
円
。

申　

は
が
き
に
教
室
名
・
必
要
事
項
・
年

齢
を
記
入
し
１
月
14
日（
金
）ま
で
に
文
化

ス
ポ
ー
ツ
ま
ち
づ
く
り
振
興
財
団
〒
254
―

0074
大
原
1
―
１
☎
35
―
０
１
０
２
へ
。

市
内
駅
伝
競
走
大
会

　

１
月
９
日（
日
）午
前
９
時
、
平
塚
競
技

場
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
市
内
の
各
地
区

の
代
表
と
実
業
団
の
選
手
た
ち
に
温
か
い

声
援
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

中
継
点
な
ど
の
通
過
予
定
時
刻

・
地
区
対
抗
の
部　

６
区
間
。
女
子
選
手

が
総
合
公
園
を
１
周
し
ま
す
。

・
実
業
団
対
抗
の
部　

５
区
間

第
１
区　

平
塚
競
技
場　
　
　

９
時
６
分

第
２
区　

城
島
小
学
校
前　
　

９
時
25
分

第
３
区　

大
住
中
学
校
前　
　

９
時
48
分

第
４
区　

み
ず
ほ
小
学
校
前　

10
時
３
分

第
５
区　

吉
沢
小
学
校
前　
　

10
時
23
分

ゴ
ー
ル　

山
城
中
学
校　
　
　

10
時
41
分

問　

ス
ポ
ー
ツ
課
☎
31
―
３
０
６
０ 

談（
予
約
制
）　

１
月
18
日（
火
）午
後
１
時

30
分
～
３
時
45
分
。
申
し
込
み
は
同
事
務

所
☎
32
―
０
１
３
０
へ
。

問　

健
康
課
☎
55
―
２
１
１
１

精
神
保
健
家
族
教
室

　

１
月
18
日（
火
）午
後
２
時
～
４
時
。
平

塚
保
健
福
祉
事
務
所
。
予
約
制
。
申
し
込

み
は
同
事
務
所
☎
32
―
０
１
３
０
へ
。

問　

障
が
い
福
祉
課
☎
21
―
８
７
７
４

馬
入
ふ
れ
あ
い
公
園
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

会
場
は
馬
入
ふ
れ
あ
い
公
園
サ
ッ
カ
ー

場
で
す
。

①
レ
デ
ィ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
教
室　

１
月
21

日
～
３
月
18
日
の
金
曜
日
、
午
前
10
時
30

分
～
正
午
、
全
８
回
。
市
内
在
住
・
在
勤

の
18
歳
以
上
の
女
性
50
人（
先
着
順
）。

②
親
子
サ
ッ
カ
ー
教
室　

Ⓐ
１
月
19
日
～

３
月
９
日
の
水
曜
日
Ⓑ
１
月
21
日
～
３
月

18
日
の
金
曜
日
。

い
ず
れ
も
午
後
３

時
10
分
～
４
時
10

分
、
全
８
回
。
市

内
在
住
の
４
～
５

歳
の
未
就
学
児
と

そ
の
保
護
者
、
各

30
組（
先
着
順
）。

平塚競技場からスタートする選手たち
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鈴
川
か
ら
の
大
山

絵
早
川
節
子
さ
ん（
東
中
原
１
丁
目
）

広
報

　

早
朝
、
中
原
中
学
校
に
程
近

い
鈴
川
沿
い
を
歩
い
て
み
た
。

大
山
や
丹
沢
が
思
い
の
ほ
か
よ

く
見
え
る
。
対
岸
沿
い
に
は
、

昭
和
42
年
、
全
国
で
初
め
て
指

定
さ
れ
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー

ス
。
晴
れ
た
日
に
は
対
岸
が
川

面
に
映
り
き
れ
い
だ
。
山
や

川
、
土
手
の
草
木
が
季
節
を
感

じ
さ
せ
て
く
れ
る
。
こ
の
日
は

雪
を
い
た
だ
き
、
き
ら
き
ら
と

輝
く
大
山
と
丹
沢
が
目
の
前
に

広
が
っ
た
。

鳥
☎
23
―
５
８
５
７

⃝
楽
し
い
マ
ジ
ッ
ク
教
室

　

マ
ジ
ッ
ク
技
術
の
取
得
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動（
マ
ジ
ッ
ク
の
披
露
）。
第
２
・
４

土
曜
日
、
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
。

市
民
セ
ン
タ
ー
。
５
人（
先
着
順
）。
月
会

費
２
５
０
０
円
問
湘
南
ひ
ら
つ
か
マ
ジ

シ
ャ
ン
ズ
の
原
田
☎
31
―
０
９
８
１

  

ス
ポ
ー
ツ

⃝
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
教
室
参
加
者
募
集

　

み
ん
な
で
楽
し
く
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
を

し
ま
せ
ん
か
。
小
学
生
。
１
月
～
４
月
、

午
後
５
時
～
７
時（
日
程
な
ど
の
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
を
）。
40
人（
先
着
順
）。
参

加
費
１
回
500
円
申
当
日
会
場
で
受
け
付
け

問
平
塚
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
振
興
会
の
高

秀
☎
32
―
７
６
８
４

⃝
空
手
無
料
体
験
と
会
員
募
集

　

空
手
を
通
し
て
、
心
身
と
も
に
鍛
え
て

み
ま
せ
ん
か
。
無
料
体
験
随
時
。
４
歳
～

小
学
生
。
毎
週
月
曜
日
、
午
後
５
時
～
６

時
45
分
。
な
ぎ
さ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
。

月
会
費
４
５
０
０
円（
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
を
）問
空
手
道
相
模
館
平
塚
道
場
の
四

宮
☎
080
―
6504
―
7029

⃝
障
が
い
者
卓
球
講
習
会

　

身
体
に
障
が
い
が
あ
る
方
が
対
象
で

す
。
１
月
16
日（
日
）午
後
０
時
30
分
～
５

時
。
な
ぎ
さ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
。
50
人

（
先
着
順
）。
参
加
費
250
円
申
当
日
会
場
で

受
け
付
け
問
湘
南
卓
球
ク
ラ
ブ
の
布
川
☎

36
―
０
３
０
８

⃝
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
体
験
者
募
集

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
。
毎
週
火
・
木
曜
日
、
月
２
回
土
曜
日

ま
た
は
日
曜
日
、
午
前
９
時
30
分
～
午
後

３
時
。
四
之
宮
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
申
当
日

会
場
で
受
け
付
け
問
平
塚
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

同
好
会
の
中
村
☎
54
―
５
９
９
３

⃝
健
康
の
た
め
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

　

月
２
回
程
度
。
次
回
は
１
月
15
日（
土
）

午
前
９
時
、
見
附
台
公
園
に
集
合
。
入
会

金
１
０
０
０
円
、
年
会
費
２
０
０
０
円
、

参
加
費
１
回
200
円
申
当
日
会
場
で
受
け
付

け
問
ひ
ら
つ
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
の
奥

山
☎
080
―
6527
―
1634

⃝
社
交
ダ
ン
ス
男
性
会
員
募
集

　

９
種
目
、
中
級
程
度
の
レ
ッ
ス
ン
。
月

１
回
講
師
に
よ
る
講
習
あ
り
。
男
性
。
月

３
回
土
曜
日
、
午
後
７
時
30
分
～
９
時
30

分
。
金
田
公
民
館
ほ
か
。
入
会
金
１
０
０

０
円
、
月
会
費
２
５
０
０
円
問
あ
す
な
ろ

ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
の
和
田
☎
090
―

2478
―
0969

  

講
習
会
な
ど

⃝
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

神
奈
川
傾
聴
塾
に
所
属
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
す
る
た
め
の
講
座
。
２
月
21
日
～
３

月
11
日
の
月
・
金
曜
日（
全
６
回
）、
午
前

９
時
30
分
～
４
時
。
富
士
白
苑
。
６
人（
書

類
選
考
）。
参
加
費
１
万
５
０
０
円（
資
料

代
含
む
）申
１
月
22
日（
土
）ま
で
に
神
奈

川
傾
聴
塾
の
木
村
へ
☎
58
―
８
０
３
９

⃝
ブ
ロ
グ
作
成
講
習
会

　

Ｉ
Ｔ
活
用
の
た
め
の
ス
キ
ル
習
得
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。
初
め
て
の
方
で
も
安
心

し
て
受
講
で
き
ま
す
。
ブ
ロ
グ
で
手
軽
に

活
動
を
公
開
し
た
い
方
、
自
分
た
ち
の
活

動
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
し
た
い
方
、
ビ
ジ

ネ
ス
に
役
立
つ
ブ
ロ
グ
を
作
成
し
た
い

方
。
１
月
22
日（
土
）午
後
１
時
30
分
～
４

時
30
分
。
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
。
６
組（
１

組
２
人
・
先
着
順
）。
参
加
費
２
４
０
０

円
問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
ら
つ
か
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー

ト
の
渡
邉
☎
090
―
8588
―
2430

  

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

⃝
東
海
大
学
特
別
コ
ン
サ
ー
ト

　

東
海
大
学
の
学
生
に
よ
る
ピ
ア
ノ
・
声

楽
・
器
楽
な
ど
の
演
奏
会
。１
月
29
日（
土
）

午
後
２
時
～
３
時
30
分
。
美
術
館
申
当
日

会
場
で
受
け
付
け
問
東
海
大
学
教
養
学
部

芸
術
学
科
の
二
宮
☎
50
―
２
２
１
２

  

カ
ル
チ
ャ
ー

⃝
短
歌
へ
の
お
誘
い

　

短
歌
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
初
心
者

歓
迎
。
第
３
金
曜
日
、
午
後
１
時
30
分
～

４
時
30
分
。
富
士
見
公
民
館
。
月
会
費
２

０
０
０
円
問
ふ
じ
み
短
歌
会
の
内
海
☎
31

―
３
２
３
３

⃝
美
し
い
文
字
を
初
歩
か
ら

　

①
ボ
ー
ル
ペ
ン
・
ペ
ン
②
筆
ペ
ン
。
第

１
・
３
金
曜
日
、
午
後
１
時
～
３
時
。
受

講
時
間
は
柔
軟
に
対
応
可
。青
少
年
会
館
。

月
会
費
２
５
０
０
円
問
実
用
ペ
ン
習
字
の

桐
生
☎
090
―
3917
―
9947

⃝
書
道
を
始
め
ま
せ
ん
か

　

高
校
生
以
上
。
第
２
・
４
金
曜
日
、
午

後
１
時
～
４
時
。
金
田
公
民
館
。
月
会
費

２
５
０
０
円
問
金
田
書
豊
会
の
関
谷
☎
54

―
６
４
６
８

⃝
中
国
語
を
学
び
ま
せ
ん
か

　

初
め
て
の
方
大
歓
迎
。
無
料
見
学
会
も

同
時
開
催
し
て
い
ま
す
。
①
入
門
・
初
級
、

月
３
回
月
曜
日
、
勤
労
会
館
②
中
級
、
月

３
回
火
曜
日
、
崇
善
公
民
館
③
時
事
中
国

語
・
フ
リ
ー
、
月
３
回
水
曜
日
、
松
原
公

民
館
④
会
話
中
心
、
月
３
回
木
曜
日
、
中

央
公
民
館
、午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分
。

入
会
金
１
０
０
０
円
、
月
会
費
３
０
０
０

円
問
中
国
語
を
学
ぶ
会
の
渡
邉
☎
090
―
8588

―
2430

⃝
フ
ラ
ン
ス
家
庭
料
理
を
楽
し
も
う

　

第
１
木
曜
日
、午
前
10
時
～
午
後
２
時
。

中
央
公
民
館
。
月
会
費
３
０
０
０
円（
材

料
費
含
む
）。
問
オ
ム
レ
ッ
ト
の
会
の
馬

　市の広報番組をケーブルテレビや市ウェ
ブで配信しています。また、市の図書館で
貸し出しているＤＶＤでもお楽しみいただ
けます。
「平塚沖総合実験タワー〜平塚の海のシン
ボル〜」
　平塚海岸の沖合
およそ1㌔㍍の場所
で、半世紀にわたっ
て、海の自然現象や
気象の観測などを
行ってきた「平塚沖
総合実験タワー」を
紹介します。
「真田与一〜郷土に息づく武将伝説〜」
　武家社会の夜明けを告げる源平の石橋山
合戦。頼朝方の先陣として戦った郷土の武
将、真田与一を紹介します。

問　広報・情報政策課☎21–8761

　
﹁
サ
ー
ク
ル
掲
示
板
﹂が
３
月
４
日

発
行
の
広
報
ひ
ら
つ
か
第
１
金
曜
日

号
で
終
了
す
る
た
め
、
掲
示
板
へ
の

募
集
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

４
月
第
３
金
曜
日
号
か
ら
、﹁
サ
ー

ク
ル
掲
示
板
﹂に
代
わ
り
、﹁
お
知
ら

せ
掲
示
板
﹂が
始
ま
り
ま
す
。
掲
載

基
準
や
掲
載
手
続
き
な
ど
の
詳
細

は
、
市
の
ウ
ェ
ブ
な
ど
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

受
付
開
始　

４
月
号
分
は
平
成
23
年

２
月
１
日（
火
）か
ら（
受
付
期
間
は
、

掲
載
希
望
月
の
２
か
月
前
の
１
日
～

月
末
最
終
日
の
午
後
５
時
ま
で
）

掲
載
数　

10
団
体（
抽
選
）

掲
載
対
象　

市
内
で
活
動
す
る
個
人

ま
た
は
団
体（
申
込
者
ま
た
は
申
し

込
み
団
体
の
代
表
者
が
市
内
在
住
）

掲
載
条
件　

市
民
に
広
く
開
放
さ
れ

て
い
る
発
表
や
展
示
、
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
こ
と
な
ど

※
団
体
や
講
座
な
ど
の
会
員
や
参
加

者
の
募
集
、
イ
ベ
ン
ト
の
出
展
者
な

ど
の
募
集
は
対
象
外
で
す
。

問　

広
報
・
情
報
政
策
課
☎
21
―
８

７
６
１

サ
ー
ク
ル
掲
示
板
の

募
集
は
終
了
し
ま
し
た

　今回のひらつか〜な
は、ひらつか文化財ガ
イドボランティア協会
が開催している「ガイ
ドと巡る平塚の文化資
源」を取材しました。
　協会は市内の様々な
歴史的文化財のガイド
をしています。
　今回、私が参加した
のは「市民ふれあいツ
アー 豊田の庄めぐり」

コース。当日はさわやかな晴天のもと豊田地区
の慈眼寺を出発し、豊田八幡宮、大庭塚、平等
寺などを周りました。
　市民アナウンサーとして、これまでいろいろ
な場所を取材してきましたが、市内の歴史や文

化財の取材は、今回が初め
て。今回のツアーに参加し
て、身近な所にもたくさん
の文化財があることを再認
識しました。
　ガイドツアーは毎月開催
されているとのこと。番組
をご覧になり、ぜひガイド
ツアーに参加してみてくだ
さい（次回の申し込み方法
は広報ひらつかの今号 ５面で紹介しています）。
　それでは番組でお会いしましょう。

ガイドの歴史解説に感動　

こんにちは、
市民アナウンサー

小路糸江です

【チャンネル／放送時間】　湘南ケーブルネットワーク「湘南チャンネル（002ch）」で毎日放送。6：00・
12：30・平日18：00ほか。1５分番組。今回撮影した番組は1月10日（祝）〜1月23日（日）に放送します。




